　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会豊能・三島ブロックから、大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体にホームレス巡回相談指導事業を委託している。

巡回相談等により、当市においては平成22年1月の６名から平成25年1月現在においては３名に減少している（「ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）」による把握）。

巡回相談等で、把握したホームレスに対し、必要に応じ生活保護（職権保護）を適用し、医療機関や救護施設へと繋げている。

また、平成22年度より当ブロック内ではホームレス緊急一時宿泊事業を実施し、一時的な宿泊施設を提供することにより緊急時の対応が可能となっている。

	課題・問題点
	これまでの巡回相談を通じて、生活保護等の支援によりホームレス状態からの脱却がスムーズに図られてきたケースがある一方で、ある程度の関係構築ができてきたもののなかなかホームレス状態から脱却するには至らなかったり、生活痕があるものの巡回を重ねても会えないホームレスが残っている状況がある。

長期化しているホームレスについては、引き続き、相談支援を重ね、関係構築と支援の案内を粘り強く行い、社会との繋がりを保つ必要がある。

	計画に対する
意見、今後の
取り組み方向
	引き続き、緊急的・一時的な宿泊場所の提供により緊急対応策を用意しつつ、ホームレスに対する状況把握と相談支援を行い、野宿生活からの脱却を支援していく。
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